
• 障害のある/なしの区別のない就業形態
• ITラーニングプログラム

• IT業界などで社会人として働くためのスキルを学ぶ障害のある方向けの
就労プログラム

• 2年間の契約社員
• 専門資格取得のためのITトレーニング、ビジネススキルトレーニングを受講

• 社員が“一緒に働くこと”を学ぶ機会

• ダイバーシティ(多様性)の考え方
• 同質の才能だけが集まって培われた文化からは、革新的なことは生まれない
• さまざまな個性、さまざまなバックボーン、さまざまなキャリアを持った人が

混ざり合い、刺激しあうことで、いままでにない新しい可能性がうまれていく

障害のある方の就労
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• DreamSpark
プログラミングツール、クラウド等を学生には無償提供

• Microsoft Virtual Academy
最新技術をオンラインで学べる無償学習サイト

• Microsoft Student Partners
学生コミュニティを組織、サポート

• Imagine Cup
世界最大の学生向けITコンテスト

• Microsoft YouthSpark: Programming for all
女性、遠隔地在住者、障碍者、若年無業者にプログラミング
授業を提供

人材育成への取り組み
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障害のある学生にも有効なキャリア支援を行い、
個々の特性を生かして「総活躍」できる社会へ

インターンシップの
積極的実施

障害のある学生に向けた必要な取り組み

• 極端に少ない障害学生のインターン
シップ
(障害学生インターンシップ実施校14校/全
高等教育機関740校)

• 文部科学省としてもインターンシッ
プを推進

• 企業のダイバーシティの推進加速
• 企業側の一緒に働く経験と知識の

不足を補うことにも

理系人材育成支援

• 全世界的にも日本でも推進
• 2015年3月 文部科学省 「理工系人材
育成戦略」

• 2016年1月 米国政府「Computer 
Science For All」

• 2016年4月 産業競争力会議「第４次産
業革命の時代を勝ち抜ける人材の育成」
「初等中等教育でのプログラミング教育
必修化 (2020年)の検討」

• 障害のある学生の特性が活かせる
側面も
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